
【所属】 【コード№】

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 単位

14 18 7 7 品目

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 単位

20 13 22 15 品目

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 単位

1 3 件

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 単位

  

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

犯罪情勢に対応した装備資機材の整備数14 18 7 7
1111 犯罪情勢に対応した装備資機材の整備数77.7777778 100 38.88888889 38.88888889

装備資機材の性能等向上数20 13 22 15
1111 装備資機材の性能等向上数　 100 169.2307692 115.3846154

装備資機材の開発・実用化数 1 3
110 装備資機材の開発・実用化数 100 300

  

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

20,440

装備資機材重点整備費

180,930

26,537

警察職員被服等調整費

業 務 名

4,313

9,452

○業務に関係する統計

4,628

44,257

平成１６年度事業費（千円）

車両等整備・管理費

171,365

合　　　　計 648,768 558,073

舟艇維持管理費

290,238

車両維持管理費

事　　　業　　　名

34,586

16,995装備資機材購入費

警察装備推進費

警務課

項　　　  目

 

装備資機材の開発・実用化数

犯罪情勢に対応した装備資機材の整備数

装備資機材の整備

53

装備資機材の性能等向上数

90,650

198,544

統　　計　　の　　推　　移

平成１７年度事業費（千円）

72,383

＜グラフは、平成14年を100とする指数で表した。＞

○業務の主なコスト

警察官増員対策事業費 17,080 23,309

警務警察運営費 567 567

統計の推移
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29



●変化する犯罪情勢に対応するための検挙向上方策や受傷事故防止対策、街頭活動の充実等に
重点を置き、
　①耐刃防護衣等の耐刃性能の高い受傷事故防止機材の整備
　②現場鑑識用資機材、ストーカー・ＤＶ事犯捜査用資機材、交通取締用資機材など犯罪情勢
    に対応した装備資機材の整備
　③街頭活動の効果を上げる装備資機材の整備
などを図るとともに、第一線警察活動に有効な装備資機材の開発・改善に努める。

●高水準で推移する街頭犯罪や侵入犯罪、来日外国人等による組織的な犯罪等、厳しい犯罪情
勢を踏まえ、第一線警察活動を支える次の警察装備資機材の整備・充実に努めた。
＜整備内容＞
　①耐刃防護衣、防護用手袋等の耐刃性能の高い受傷事故防止機材の整備
　②現場鑑識用資機材、ストーカー・ＤＶ事件捜査用資機材、暴走族取締用資機材など犯罪
　　情勢に対応した装備資機材の整備
　③災害時緊急浄水器、簡易トイレ等災害発生時等において活用できる装備資機材や酸素等測
    定器、空気呼吸器等火災有毒ガス発生時において必要な装備資機材の整備
　
●装備資機材の一層の有効活用を図るため、各警察署に対する巡回装備点検、各種装備品の性
能、使用方法等についての訓練及び教養を実施した。

○課題を踏まえた平成１７年の取組み

○平成１６年の取組み
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